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 １０年位前から気候が変わり、３月の下旬に桜の満開を迎えるようになりました。桜は枯れ木の状態か

ら葉をつけずに淡いピンクの可憐な花をたくさん咲かせるので、とても美しく、春の訪れを知らせてくれ

ます。５年ほど前になりますが、GW に東北の桜を見に行ったことがあります。仕事で少し疲れていた時

期でしたので、元気をもらおうと思って旅に出ました。弘前城の桜や小岩井農場の一本桜、角館の武家屋

敷の枝垂れ桜を見て回りました。どの桜も名所といわれるだけあってとても素晴らしかったです。人の手

が入っているのがわかりました。きちんと管理されている桜です。弘前城にはたくさんの種類の桜が植え

てありました。早咲きのもの、枝垂れや八重のもの、遅咲きのものなどです。桜の時期は短いですが種類

が多いと⾧い期間で桜の鑑賞ができます。なぜ一本桜があるのかというのも教えてもらいました。広い大

地にポツンとある桜は、春の訪れや農地を耕す時期をその土地の人に伝えているのです。気温だけではわ

からない適切な時期を。確かに東京の桜もきれいです。高層ビルの間に見える桜は心を癒してくれます。

ライトアップされた桜もきれいです。どの桜も精一杯咲いています。 

 「Bloom where God has planted you(神が植えたところで咲きなさい。)」植物は自分で動いて最適な場

所に行けるわけではありません。置かれたところこそが今のあなたの居場所なのです。今いるところで精

一杯の自分の花を咲かせることが大事です。花を咲かせることができないときには地中深くに根を張っ

て、次に花咲くために力を蓄えればいいのです。 

 旅の帰りの東北新幹線の車窓から不思議な風景を見ました。しばらくの間ずっと同じ景色が続くので

す。ただの枯れ木ばかりの山並みです。ところがその中にポツンポツンとふわりとした薄いピンク色の花

が咲いている木があるのです。何十 km も続いています。山桜です。人の手で管理されていない自然の山

桜が、年に一度だけ、「ここに私がいるよ。」「私は山桜よ。」と言っているかのようでした。東北で見たど

の桜もきれいでした。でも、普段はどこに桜の木があるかわからい森の中で春の一瞬だけ、自己主張をす

る山桜が忘れられないのです。 

 誰も気がつかなくても消えてなくなる訳ではないのです。まぎれもなく存在するのです。 

「あなたの花を咲かせることができるのは、あなただけなのです。」 

 


